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か ていとくれいこう

　本校では教育課程特例校として

１年生から外国語活動を行ってい
せん か

ます。外国語の時間は、専科教員
エーエルティー

とＡＬＴがティーム・ティーチン
じゅぎょう

グで授業を進めています。子ども

たちは、外国語の会話に積極的に

取り組むなど、外国語に親しみをもつ様子が見られます。初めて英語の

授業に取り組んでいる１年生に感想を聞きました。

　「家でも英語で会話をしています。授業で習った歌やチャンツを歌え
ひろ せ

ました」（�瀬まりな）　「英語であいさつできるようになりました。
こばやしり お

フォニックスの発音練習もがんばりました」（小林凛央）　「好きな色
くまくらけい

を英語でたずねたり答えたりできて、うれしかったです」 （熊倉慶）

前期課程と後期課程が一緒に考え活動
する総会（そうかい）「若葉いつつ会」
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がく ば かい

　学葉会（生徒会本部）は、前
か てい いっしょ

期課程と後期課程が一緒になっ

てより良い学校をつくるために
がん ば

頑張っています。昨年度のパネ
こうそく

ルディスカッションでは、校則

について全校生徒で話し合い、
くつした

靴下や靴の色について改定しました。本年度は「学校をより良くするた
か

めにできること」についてパネルディスカッションを行い、空き地を花
だん

壇に利用する案をまとめました。
ささ

　自分たちで考えて行動することは大変ですが、みんなで支え合い、全

校児童生徒で協力して最高の学校をつくっていきたいと思います。
し みずはる なかじまふう あ ふるはしひろ む

（９年　志水陽、中島楓亜、古橋弥武）

◆校　　　長　入山克巳

◆児童生徒数　９２５人

◆創　　　立　２０２４年

◆住　　　所　筑西市倉持

　　　　　　　１１３８
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古沢萌 稲村美優

ちくせい

　今年４月から、筑西市内
あけ の

の五つの小学校と明野中学
とうごう

校が統合し、１年生から９
ご よう

年生までが通う明野五葉学

園が始まりました。新しい
ち

学校の取り組みとして、地
いき かいけつ

域の課題解決や地域の未来を本気で考える「明野未来デ
どく じ じゅぎょう わたし

ザイン科」という学校独自の授業があります。今、私た
も

ちは、「あけのひまわりフェスティバル」を盛り上げる

き かく

ために企画を考えています。

　「あけのひまわりフェスティバル」では、日本百名山
つく ば さん はいけい さ ほこ

である筑波山を背景に、約１００万本のひまわりが咲き誇
みりょう

り、毎年多くの人を魅了しています。このひまわりの魅

力をさらに知ってもらうために全員で企画を考えていま

す。私のクラスでは来場者プレゼントの企画を考えてい
ふ だん ちが

ました。普段の授業科目とは違い、地域や未来のために
むずか かっせい か

本気で考えることに難しさもありますが、地域活性化の
がん ば ふるさわもえ いなむら み ゆ

ために頑張りたいです。 （９年　古沢萌、稲村美優）

前期課程（かてい）と後期課程の全
員が楽しんだ「じゃんけん列車大会」
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　「みんなで楽しめる行事を
ぎ む

行いたい」。今年から義務教
あけ の ご よう

育学校になった明野五葉学園

では、児童生徒約９００人が学

校生活を送っています。５～
そうかい わか ば

９年生が参加する総会「若葉
ぎ ろん

いつつ会」での議論の末、「じゃんけん列車大会」が開かれました。
ゆうどう

　当日は、６年生が１年生を誘導したり、上級生が中心となって下級生

のサポートをしたりするなど、すばらしかったです。１年生から９年生
ねんれい はば

と、年齢の幅は広いのにもかかわらず、全員が楽しんでいました。最後
も

に、学年やクラス関係なく一つの列車になったときは、とても盛り上が
もう

り、一体感が生まれました。今後も、このような交流の場を積極的に設
す とう にしむら り く はこもりこと は

けていきたいです。 （８年　須藤あさひ、西村陸空、箱守采羽）
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